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投与開始から
発現までの日数

転帰 因果関係

1 女 20歳代 なし 爪囲炎 4 回復 あり
漿液性網膜剥離 169 軽快 あり

ぶどう膜炎 169 軽快 あり
3 女 10歳代 近視、斜視 肝機能異常 27 軽快 あり

神経線維腫症 128 死亡 あり
悪性新生物進行 128 死亡 あり

5 女 10歳代 弱視、アトピー性皮膚炎、もやもや病 もやもや病 3 回復 あり
ざ瘡様皮膚炎 30 軽快 あり

爪囲炎 213 軽快 あり
血中クレアチンホスホキナーゼ増加 269 回復 あり

7 女 10歳未満 なし 血中クレアチンホスホキナーゼ増加 79 回復 あり
8 男 10歳未満 屈折弱視 血中クレアチンホスホキナーゼ増加 261 回復 あり
9 男 10歳代 喘息、アトピー性皮膚炎、知的能力障

害
鼡径ヘルニア 309 回復 あり

下痢 2 回復 あり
倦怠感 2 回復 あり
悪心 2 回復 あり
疼痛 2 回復 あり
気胸 80 回復 あり

※ 今後の調査により内容が変更となる場合があります。

コセルゴ®特定使用成績調査 神経線維腫症1型における叢状神経線維腫に関する全例調査
重篤副作用ラインリスト

連番 性別 投与開始時年齢 合併症
重篤な副作用
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このWeb サイト上の情報は、対象医薬品の使用に伴って観察された副作用の可能性がある事象ですが、こ

れらは必ずしも対象医薬品の使用と因果関係を有するものではありません。

これらの情報は、対象医薬品またはその活性物質がここに掲げる事象をもたらすものであること、またはそ

れらが安全に使用することのできないものであることを意味するものではありません。対象医薬品のベネ

フィット及びリスクは、全ての利用可能なデータを詳細に検討し科学的に評価することによってのみ結論づ

けられるものです。

また、こうした情報の提供は、規制当局や製薬企業が医薬品及びその活性物質の安全性を検討するため

に使用する情報を、医療関係者に広く公開し、安全性の検討についての透明性を確保することを目的として

います。

なお、これらの情報は、今後の調査により予告なしに変更される可能性があります。


